





















第 1章 研究動向と本研究の目的 
完全主義とは自己に完全性を求める特性であり，「高い目標を掲げて取り組む完全主義
的努力」という基盤的側面と，「ミスを恐れるがゆえに完全性を求める完全主義的懸念」と













（Stoeber & Hotham, 2013）ため，不健全完全主義者が課題に取り組む行動を一概に否定す
ることは難しく，介入することは困難である。また，完全主義傾向の高さは不適応状態と









































































第 6章 総合考察 
一連の検討を通して得られた結果を総括し，①不健全完全主義者の適切な抽出方法，②
不健全完全主義者の動機づけが維持されるメカニズム，③不健全完全主義者の瑣末な努力
の継時的推移，④課題遂行後の不健全完全主義者の不適応的な帰属の 4点から考察を行っ
た。一連の研究結果より，課題遂行場面における不健全完全主義の瑣末な努力モデルの妥
当性が示されたと言える。さらに本研究の結果は，治療を受けても改善しにくかった不健
全完全主義者の動機づけの維持要因を解明し，また，不健全完全主義者が行う瑣末な努力
を客観的かつ継時的に測定することが可能な実験課題があることを示すものである。 
今後は，効果的な介入アプローチ方法の案出といった臨床場面で応用することや，不健
全完全主義者の瑣末な努力を検討するためのアプローチ方法へ応用することが可能である
と考えられる。本研究の限界と今後の展望の検討から，課題遂行場面における不健全完全
主義の瑣末な努力モデルの妥当性と更なる検討の必要性が示された。 
